
とが必要であり、市民への意識付けが課題となっている 　また、エコライフの推進など温暖化に対する意識啓発を進め

。 るとともに、地球温暖化対策地域協議会による活動に取り組む

　市庁舎における温室効果ガスの排出抑制についても進めてい 。

く必要がある。 　庁内においても省エネが着実に推進されるよう、各所属に引

　さらに、新型コロナウイルス感染症にかかる新しい生活様式 き続き働きかけていく。

に対応した環境対策が必要となる。 　現在、策定作業を行っている環境基本計画等において、新し

い生活様式を踏まえた計画とする。

　補助制度については、１５０件を超える補助件数があり、太陽光発電システムや省エネ機

器の普及につながった。また、エコライフＤＡＹの参加者についても令和元年度は６万人を

Ｂ
超えることができた。今後については、本施策において市の事務事業における温暖化対策や

環境への配慮を管理する環境マネジメントシステムを実施することにより効率化を目指す。

　環境配慮システム等の設置費補助や地球温暖化対策地域協議会による活動を引き続き実施

していく。

→

　再生可能エネルギーの普及や省エネの推進、市民の意識啓発など、様々な視点から取組を進めていきたい。

　環境基本計画との統合を図る地球温暖化対策実行計画に基づき引き続き低炭素社会を推進していく。
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（評価者コメント）

04 緑と潤いのあるまち 環境経済部・環境課

03 地球環境保全

44 温暖化対策

　環境負荷の少ない新エネルギーの導入や省エネルギー化の促進、エコライフの普及による低炭素社会を推進し、市民の快

適な暮らしの実現を目指します。

温暖化対策推進事業

環境企画調整事業

新エネルギー設備、省エネ 各種補助制度から見た導入台数の累計
件 3,150 1,980 2,141 2,321 2,526 2,679

ルギー設備等の導入台数
エコライフＤＡＹの参加者 エコライフＤＡＹ及びエコドライブ参

万人 30 0 5.7 12 18.2 24.3
延べ人数 加者延べ数
環境配慮機器等の導入によ 機器などの導入による二酸化炭素削減

トン 3,200 2,100 2,109 2,313 2,411 2,590
る二酸化炭素削減量 量の累計

　温暖化対策を進めるためには、市民及び事業者に対する太陽 　市民の環境配慮システムや電気自動車等の導入についての費

光発電システムや省エネ機器等の設置に係る費用負担軽減が必 用負担軽減に関しては、国・県等の動向を見ながら、効果的な

要である。また、市民が温暖化に対する意識を持って行動して 補助制度を運用していく。
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05 温暖化対策推進事業　（環境課）
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戸田市地球温暖化対策実行計 16,248 ウイルスを考慮して 16,432

画に基づき、市民や事業者と 7,601 令和２年度は中止。
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